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234 日本外科貿函第 20~第 2 披
開二病的費化ガ無クト提起リ得ルモノデアルガ，今迄ノ；報告ハ噴瞳，咳嚇，或ハ不協和的躯幹







































































236 日本外科賓編第 20巻第 2 統
＝裏返シトナツテ垂下スル頭部ヲ翻時シ
テ引出スコトハ出来ナカツタ。
割商礎壁パ薄ク．透明液ヲ満シ，頭
部ハ建内ニ垂下シテ居／レ。官壁：，＞、石茨
ノ沈着ナシ。
考按： 1) 元来有鈎僚晶ノrp間宿主ハ
豚デアツテ， ソノ身盟組織内＝於テ嚢尾
畠トナルモノデアルガ，人間麗尾晶症ノ
成立モ豚ト同様ノ過程ヲトリ，六鈎幼轟
ガ人腫消化管壁ヲ貫通シ，血流叉タハ
淋巴流＝ヨリテ諸種臓器ニ到達シ， ソ
コニ定着シテ’~尾晶トナルモノテwアル。
ソレ故ニ此ノ畠卵或ハ六鈎幼晶ノ消
化管内進入ガ，本症成立ノ第一要約デ
アル。尤モ幼晶ノi鰹皮侵入説モアルガ
之レハ未ダ確寅デハナイ。本例ニ於テ
ハ未ダ曾ツテ係晶叉タハソノ？~ii片ヲ排
出シタコトナク，又タ糞使中エモ有鈎
イ食品卵乃至ハ有鈎係晶ノi畠節ヲモ認メ
濃尾最外景
第2圃C 雪量尾識割商
得ナカツタノデ，イ探晶ガ寄~シテ居ル消化管内デ産ti~ セラレタ晶卵ガ共ノ僅共庭＝於テ勝化シ
テ幼晶トナリ．消化管壁ヲ貫通シテ濃尾晶症ヲ護生スルト日フ所調L自家感染寸ニヨツテ本例ガ
成立シタモノデハナイ。而シテ患者ハ生来Lハム1ヲI晴好スト言フガ，或ハしハム寸ナ／レカモ知レ
ナイガ，兎＝角晶卵或ハ六鈎幼晶デ汚染サレタ飲食物ヲ食シタタメニ護症シグモノデアル。
2) 幼晶が寄生部位ニ到達シテ完全ナ嚢尾晶トナルニハ2乃五4個月ヲ要スル、ト言ハレテヰ
ル。本例ニ於テハ60個ノ！麗尾晶ヲ認メ得タノデアルガ，珂部ノ腫嬬ガ裂見サレテカラ 1年ヲ経
テ他部ニ腫嬬ガ出来タノデアルカラ． ソノ根源デアル六鈎幼晶ハ日lJ個ノ機合ニ揖取サレタモノ
ニ相呉ハナイ。然シ何同ニ疋ツテ揖取サレタモノカ中I］ラナイガ，兎＝角此ノ患者ハ六鈎幼晶撮
取ノJ機舎＝曝露セラレテ居ルモノト日シテヨイガ，揖取セラレタ幼晶或ハ卵ハ必ズシモソノ＊＇ti
テガ鷲尾晶ニマデ護展スルトハ限ラヌデアラウト思ハレル。渦初1エ於テハ有鈎依轟保有者ガ多
イfニ反シ，宛尾晶症患者ハ比較的稀デアルガ，此ノコトハソノ間ノ闘係ヲ示唆スルモノデア
ラウ。印チ晶卵ガ幼晶ニ瞬化シ，更ニ幼晶ガ消化管壁ヲ貫通スル＝ハ何カ一定ノ要約ガナケレ
パナラヌト考へラレルガソノ要約＝就テハ今後ノ研究ヲ必要トスルノデアル。
3) 彊尾晶混液ト患者血清並ニ脳脊髄液トノ間ニハ補開結合反臨陽性ニ現ハレ，診断ノ怖幼
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トナJレト論ゼラレテ居ルガ，之レニ就テハ今後吟味スル筈デアル。診断ニ苦シムノハ孤立性ニ
探在臓器ニ護生シタル揚合ニ於テ Fミデアツテ開表ヨリ腫癌ヲ燭レルコトガ出来ル限リ， ソノ
臨床診断今本症ノ存在ヲ知ツテ居レバ容易デアルヤ
ーマタ本例ニ於テハ血中ノしヱオジン寸晴好性細胞ノ精多ヲ認メナカツタ。郎チLエオジン1噌好
性細胞増多ノ：有無ハ診断上＝債値ガ無イ。
4) 本例ニ於テハソノ腫溜ハ何レモ皮下組織内＝在ツテ，而モ頭痛，耐力減弱等ヲ伴ハナイ
ノ宍欧洲＝於テハ多イト目サレテ居ル脳並＝眼球内費生ハ本例ニハ無イモノト思ハレル。
結鮮：人間嚢尾晶症ハ日本内地＝於テハ殆ンド見ラレナイ疾患デアツテ，而モ満洲エハ比較
的多イモノデアル。然シ大陸トノ交通ガ頻繁トナツタ今日デハ内地ニ於テモ此ノ疾患ニ遭渇ス
ルノ：機曾ガ起キテ来／レデアラウト考ヘテ余等ノ経験例ヲ報告スル突第デアル。
